
 

いい人間関係ができる子に育てたい/児童精神科医 佐々木正美 
友達作りの能力をのばす親の工夫より～クリスチャンのお医者様です 

子育てワンポイント  
バックナンバーはＨＰからご覧頂けます 

 

Q.早期教育が盛んで、幼児期に勉強させる親もい 

ますが、遊びと早期教育の勉強との対比はどうでしょう？ 
 

A. 
遊びは総合的、応用的ですが、文字や数 

を覚える勉強は一面的で、総合的な要素が 

欠けています。同じ時間をかけるなら、勉強の 

方が目に見えるから、やった価値があるように 

思えるのですが、遊びは目に見えないのでどこが発達しているのか、優れた目

をもっている親しか見えません。 

私はそういう勉強のトレーニングを否定しているのではありません。書き取り

や計算自体に価値があるのは事実です。ただそういうものはいくら身に着けて

も、個人の総合力、想像力、応用力そのものにはなりません。応用力、創造

力、個性は、「遊び」の中で育つものです。 

機械的なものの教え方をすればするほど人間の創造力が失われるという

か、育っていかないのです。一方、創造力がいくらたくましくっても、創造力を働

かせるための素材・読み書き計算といった技術が自分の中に取り込まれなけ

れば創造力は育ちにくい。ですから調和が大切でしょうね。 

ものを感じる力は、ものを教えられすぎた人（特に小さい時に）乏しいのでは

ないでしょうか。いろんなものを自分で感じ取る、自分で判断する、想像するよ

うな、自然の中で教えられた力がある人は、学問とか勉強とかの素材を入れら

れると、それを自分のものにしていけるのではと思います。 
 

 

サン＝テグジュペリ「星の王子様の」の一節「大切なものは目に見えないんだよ」を思い出

します。子育てにおいても「目に見える」ことだでなく「目に見えない」ことを大切にしたいものです。 

連続で佐々木正美先生から学びました。この他、「子どもへのまなざし」３巻セットはお薦めです。 

牧師 倉知契  

 

「子育てワンポイント」バックナンバーは、ＨＰからご覧頂けます。 
主日礼拝と木曜祈祷会を YouTube で配信中！ 

 

 


